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防災対策

⾼高齢化

都市マネジメント⽅方針の⾒見見直しに伴う、⾏行行政と市⺠民の連携の必要

コンパクトシティ

⼈人⼝口減少

⾃自治体による
保有データの公開・開放

(オープンデータ化)

⺠民間発信の
データ活⽤用技術の⾼高度度化

住⺠民、⾃自治体、企業、⼤大学、NPO
地域データを通じた課題の共有と解決への期待

①情報共有 ②課題発⾒見見 ③市⺠民⾃自治

https://openspending.org/

http://citydashboard.org/london/

• 予算歳出データ
→税⾦金金の⽤用途配
分を可視化

•都市のリアルタ
イムデータを可
視化
•データを活⽤用し
た都市全体像の
俯瞰

先⾏行行事例例

横連携を可能とする
プラットフォーム

課題と目的

国内の地⽅方⾃自治体で、地域データを⼗十分に活⽤用できていない現状

⾏行行政 住⺠民

•⼈人員・技術⼒力力の不不⾜足
•データ分析やシミュレー
ションへの⾼高いハードル

• 都市計画関連情報への低い
関⼼心・認知度度
•⾝身近な範囲に留留まる興味

説明

意⾒見見・評価

不不⼗十分

情報の可視化技術の提供によって、⾏行行政と市⺠民の間の
コミュニケーションを活性化できる可能性

＜⽬目的＞

オープンデータを活⽤用した都市の将来像
可視化システムを開発し、⾏行行政と市⺠民が
協働したまちづくりに向けて発揮される
効果を検証する

内容

ØWebアプリ“MyCityForecast” の開発
Ø効果の検証
• ワークショップの実施
• 市⺠民態度度への影響分析

a.タイトル.

b.	
  レイヤー表⽰示・居住メッ
シュ選択⽤用地図部分

d.選択メッシュ・年年代ごと
の住環境14項⽬目の表⽰示部分。

c.	
  年年代スクロールバー

e.	
  アンケートペー
ジへのリンク

既往のオープンデータをもとに、2040年年までの都市構造の変化を
シミュレーションした結果を市⺠民に⾝身近な指標で表⽰示するツール http://mycityforecast.net/ (公開中）

都市の将来像可視化システムMyCityForecastの開発
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1.居住を誘導する地域
人口を集めるとしたら
どの市内のどのエリ

ア？

→「計画された都市構
造」の人口推計に反映

されます

クリックで登
録したいメッ
シュを選択

2.都市施設の整備方針
どれくらいの人口になる
まで、都市施設を保つこ

とができる？

例：100人/km2 =「1km圏人口
が100人以上であれば施設は残

る」という条件

→「計画された都市構
造」の施設配置推計に反

映されます

1km圏人口密度を入力と
個別の施設の存続状況を
ダウンロードして編集

3.地図表示レイヤーの追
加

この情報も追加してみた
い！地図に重ねてみた

い！

→地図レイヤ選択部分に
反映されます

シェープファイル
(Shapefile)
または

GeoJSONファイル
をアップロード

・全国1670の自治体に対応
・カスタマイズ機能で設定できる項目


